
特別の教科 道徳の授業づくり 

ー「振り返り」から授業を構想する！ー 

 

 

【ゴールイメージ（振り返りの例）】 
今日の学習で、 
(1)あいさつにはみんなを明るく元気にする 
  すごい力があることが分かりました。でも、  
  「自分からははずかしくてできない」という 
  意見がたくさんでました。 
(2)ぼくも、自分からあいさつをするのははず 
   かしいです。 
(3)でも、みんなであいさつをしてクラスが明 
    るく楽しくなったらうれしいなと思いました。 
(4)だから、がんばって自分からあいさつをし 
   てみようと思いました。 

資料観 

あいさつのよさを理解し、自分から進んであいさつ
をしようとする態度を養いたい。 

あいさつは大切だと思っているが、
自分からあいさつをするのは難しい。 

あいさつをすることを嫌がっていたけいたが自分からあいさつをするようになったわ
けを考えることを通して、あいさつのよさに気づくことができるようにする。 

授業者の 
価値観 児童観 

いつもみんな同じような振
り返りになってしまいます。 

これからは大きな声であいさつをし
たいです。 

あいさつは大切だということが分
かりました。 

これでは変容が見取れず、

評価もできません。 
先生は、子供がどん

な振り返りを書けば

ねらいが達成できた

と想定されますか？ 

（１）道徳的諸価値について理解する 
  

 

 

 

 

（２）自己を見つめる 

（３）物事を多面的・多角的に考える 

（４）自己の生き方について考えを深める 

「道徳性を養うために行う道徳科における学習（解説ｐ１７-１８）」をもとに、振り返りの具体を想定してみましょう 

「たびに 出て」 （わたしたちの道徳 小学校１・２年） 

道徳的諸価値について理解している？ 自己の生き方について考えを深めている？ 

価値理解…道徳的価値は大切であると理解すること 
人間理解…大切ではあるがなかなか実現できない人間の弱さ 
     なども理解すること 
他者理解…実現に向けては多様な感じ方・考え方があること      

子供たちは、「あいさつは大切」というこ
とは分かっているけどできないのだな。 

想定した振り返りから授業を構想してみましょう 

小学校では本年度から道徳科が全面実施されていますが、こんな困り感はありませんか・・・？ 

ここがポイント！！  どのようにして子供の心を揺さぶるか？ 

あいさつをすることが自分や周りにとって
どのようなよさがあるのかを考えることが
できるような発問が必要だな。 

「あいさつなんてい
やだ」と思っていた
けいたが、自分から
あいさつを始めたの
はなぜでしょうか。 

あいさつをすると
島のみんながもっ
と仲良くなれると
思ったからじゃな
いかな。 

確かに、あいさつをす
ると明るく楽しくなるよ
ね。あいさつの力って
すごいんだね。これか
らは自分からあいさつ
をしたいな。 

授業を構想する際には、まずはねらいを達成した子供の具体的な姿を想定してみましょう。子供がどのような思考
をたどってその姿に到達するかを逆思考で考えることによって、より効果的な発問の設定が可能になります。 

道徳的価値が人間らしさを表すものであることに気付き、価値
理解と同時に人間理解や他者理解を深める。 


